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 なお、審査時の発表においては、第五章で実験的に抽出したパラメータを用いて MESFET の電界分
布および早発性絶縁破壊の原因についての解析結果が示されており、論文に記載されることが述べられ
た。また、これまでに査読付き国際論文誌に 4件の論文発表が行われており、さらに E-MRS2018 におけ
る発表内容において Graduate Student Awardを受賞したことが報告された。 
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 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
 
 
